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特集1▶ TOKYO2020 パラリンピックの記憶

　私は2009年8月に交通事故に遭い脊髄を損傷し、胸から下が麻痺、現在車いすで生活しています。事故当時は小学校の
教員をしていましたが、志半ばで退職しました。その後、リハビリセンターでリハビリの一環として出会ったパラスポーツに感
激し、幼いころから柔道をしていたことから腕力に自信があったので、パラ水泳を始めました。水泳を始めてしばらくすると
東京でパラリンピックを開催することが決まり、パラリンピック出場を目指しました。日本代表基準まであと５秒というところ
で右肩を２度負傷しました。どうしてもパラリンピックに出場したかったので体を酷使しないスポーツを探し、パラ射撃を選び
ました。射撃は老若男女、障害の有無を問わず健常者と一緒にできるという魅力も選んだ理由の一つです。
　日本は銃規制が厳しく、銃を所持するのに試験を受けて所持免許を取る必要があります。まず、最初に射撃がどんなス
ポーツなのか体験するために、葛飾区総合体育館内にある射撃場でビームライフルを体験しました。的の真ん中に当たった
時の感触、静かな空間の中で自分と向き合う時間は何物にも代えがたいものでした。射撃場管理人の方から「あなたは射撃

～すべての人が自己ベストを目指す～

パラスポーツの魅力を未来へつなぐ

　TOKYO2020パラリンピックは、無観客での開催とな

りましたがテレビ中継を通じ、日本勢のメダルラッシュに沸

くパラアスリートの姿に多くの方が感動を覚えました。

　選手たちは、不可能に思えることも工夫と努力で可能に

し、自らの限界に挑戦して突破していく姿は、私たちにとっ

てパラスポーツへの理解を深める大きな契機となりました。

　今回は、射撃日本代表で大田区スポーツ協会主催の講

座で「障がい者スポーツを理解する」の講師を務められた

佐々木大輔氏とNPO大田区障がい者スポーツ指導者研究

会の森相子理事長にTOKYO2020パラリンピックの記

憶と共にこれからのパラスポーツについてお話していただ

きました。

経　　歴▶︎	 元小学校教諭・絵本作家
	 東京2020パラリンピック 射撃 日本代表
	 混合エアライフル伏射SH1／同競技日本記録保持者
	 2019年大田区スポーツ協会主催の競技力向上対策事業で講師を務める
競技経歴▶︎	 2019年  オシエク（クロアチア）・ワールドカップ
	 2019年  シドニー（オーストラリア）世界選手権
	 2021年  東京 2020 パラリンピック競技大会

佐々木 大輔 （モルガン・スタンレー・グループ株式会社 所属）
   さ   さ   き     だいすけ

筆者から

　私は、車いすで生活するようになり沢山の貴重な経験をしています。その経験をSNSで発信していますので、興味の
ある方はご覧になってください。

Facebook▶ https://www.facebook.com/daisuke.bau　　Instagram▶ https://www.instagram.com/daisuke.riflelife/

筆者紹介

モルガン・スタンレー株式会社 所属
佐々木 大輔 
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の素質がある」と言われたこと
で射撃をする決意をしました。そ
れから２年弱で日本記録を出し、
６年目で東京パラリンピック出
場を決めました。
　東京パラリンピック前は、この
大会を開催すべきなのかという
気持ちが常に自分の中にあり、
再度延期した方がいいとも思っ
ていました。 なぜなら、コロナに
感染し、出場できなかった選手
も実際にいたので不公平だと感
じたからです。 延期した方がい
いのではという気持ちと、開催
してパラリンピアンになりたいという複雑な気持が常に交錯していました。
　コロナ禍という過酷な状況の中、大会関係者、沢山のボランティアの方々に支えられ、大会が無事に終わり、安堵していま
す。これは徹底的な安全対策のおかげだと感謝しています。残念だったのは開会式・閉会式のどちらもコロナ規制の関係で
参加できなかったことです。
　試合については最後までやりきったということがすごく自信になりました。４年に一回のこの大会は予想以上の独特の緊
張感がありました。その中でどうやって練習どおりのパフォーマンスを発揮するのか、というのが最大の課題でした。最初に
行われる試射15分間で普段とポジショニングが違ったのですが、いつも通り撃てたのでひょっとしたらいつもより良い点数
が出るのではないかと思い、そのまま本射に臨みました。しかし、目標点数には及びませんでした。 ただ、他の選手も全体的
に結果は良くありませんでした。おそらくコロナの影響で、思うように 練習ができなかったのではないかと思われます。 今
大会は自国開催で時差もなく、多くの日本人のサポートがあり、良い雰囲気の中で射撃ができたので「もっとできたのでは」と
いう思いでいっぱいです。

～パラリンピアンを取り巻く世界～
　選手村は何不自由なく過ごすことができました。ニュースでも
話題になったダンボールベッドはとても軽くて車いすの私でも
簡単に移動でき、トイレなども段差が全くありませんでした。食
堂も車いすの目線で配膳しやすいように工夫されていました。
一週間程滞在しましたが、快適に過ごすことができました。
 　今回の東京パラリンピック開催で、日本のバリアフリー、ユニ
バーサルデザインへの意識が一気に進んだと思っています。事
故当時は手すりやスロープも取ってつけたようなものも多く大変
でした。また、折角お金をかけて作っているのに使いにくいという

こともありました。例えばお風呂のフチの隅は車椅子から移動しやすいように幅が広い方がいいのですが狭くて壁と近いと
か、少し広くても手すりが背中に当たって移動がしにくいということが多々あります。是非とも設計士の皆さんにお願いした
いのは、設計をする段階で車いす利用者の人に相談し、ご自身で車いすに乗って実際に動いてみていただきたいです。
　よく「障がい者になんと声をかけていいのか分からない」と聞かれます。そこは、あまり難しく考えなくていいと思います。
大変そうだったら助ける。健常者の方が大荷物を持っていたら大変そうだなと思って「持ちましょうか」と声をかけるのと一緒
です。段差に四苦八苦していたり、高い所に手が届いていなかったり、扉の押し引きが難しいので開けなかったり、そういっ
た場面に遭遇した時は気遣いや配慮をしてもらえるとありがたいです。 声をかける事ができなければ別にかけなくてもいい
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です。ただ、そこに車いすの人が
いると認識して見守ってくれてい
るだけで安心します。 以前、踏切
で線路にキャスター（前輪）が挟
まって身動きできなくってしまっ
たことがありましたが、それを素
早く周りにいた健常者が助けて
くれました。「困っている人がい
たら助ける」という当たり前のこ
とが当たり前にできれば問題な
いと思います。

～多様性と調和、
　そして未来へ継承～
　パラリンピックの意義は様々
な障害のあるアスリートが創意
工夫をし、限界に挑む姿を見せる
ことにあると考えています。それ
は、誰もが個性や能力を発揮し、活躍できる公正な社会の実現や、ハード面、ソフト面でのバリアを減らすことを真剣に考える
きっかけを与えてくれます。最近では健常者と障がい者がペアになって試合をする「オリパラMIX」という言葉も多く聞かれ
るようになりました。つい先日、参加しましたが、東京２０２０大会のビジョンである「多様性と調和」を、そこに感じることがで
きました。国連が掲げるSDGs（持続可能な開発目標）の観点に照らし合わせながら、このような大会が増えていくことを切
に願います。

　大田区体育指導委員の時、区から障がい者対象にスポーツ
指導の依頼がありました。今から25年も前のことです。仲間
も障がい者と関わる事がなかったので実践して指導をして
来ました。
　スポーツ教室が終わった時、「いろいろ沢山学びました。まだ
まだ学ぶことが多くあるので継続して障がい者と関わって行き
たい」との言葉に平成１３年NPO法人大田区障がい者スポー
ツ指導者研究会を立ち上げました。当初、保護者から「身内に
障がい者がいるのですか」とよく聞かれた記憶があります。
　一般のスポーツ指導者が、障がい者の方たちに手を差し伸
べることが少ない時ならではの言葉でした。

〜パラリンピック効果〜
　昨年夏、２０２０東京オリンピック、パラリンピックが行われました。コロナ禍のオリンピックでは、多くの金メダルに「とても
興奮し会場での観戦をしたかった」「パラリンピックも毎日、テレビで観戦し勇気を貰い、選手の頑張りに負けては居られな

〜NPOの立ち上げ〜

大田区障がい者スポーツの未来に向けて NPO法人大田区障がい者
スポーツ指導者研究会
理事長　森 相子
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い」と今までスポーツに興味が無い人達も地域スポーツ教室に参加し、高齢により障がいを伴ってしまった人達も動き始めて
います。
　また、大田区のスポーツ施設を利用している障がい者からは、「区民の皆さんが、自分を見る目がとてもやさしくなり、いろ
いろと声をかけて助けてくれる事があり、これもパラリンピックのお陰です」とうれしそうにお話してくれました。
　まだまだ障がい者にとって使い勝手が良い施設ばかりでは無いと思っていますが、思いやりの言葉掛けは満足感を与えら
れると思います。一緒にスポーツをする仲間として、指導者として心のケアも重要と考えています。
　大田区には多くのオリンピック、パラリンピック選手が居ます。その中のお一人に、選手競技を終えて地域スポーツに力を
注いでいる私の恩師がいました。何もわからず先生のスポーツクラブで動いていましたが、今思えば私が地域スポーツの必
要性を感じた原点です。障がい者スポーツ研究会を立ち上げた時、先生から「継続は力なり、大丈夫、頑張りなさい」の言葉を
頂きました。

〜未来につながれ、大田区のパラスポーツ〜
　令和3年事業で計画していた障がい者スポーツ教室が、コ
ロナ感染予防対策をしながら、ようやく昨年10月に動き始
めました。保護者からはスポーツの力を借りながら人と関わ
れることを多く望む声もあり、行政、スポーツ協会、民間団体
が協力し皆が楽しみながら、健康増進に繋がる健康スポーツ
から競技スポーツにバトンタッチし、大田区から、さらに多く
のオリンピック・パラリンピック選手が生まれることの重要性
も感じています。
　【いつでも、どこでも、誰でもがいつまでも出来る】スポー
ツ環境を目指して、活動したいと思います。

ジャイアンツアカデミー

株式会社読売巨人軍 野球振興部 アカデミー事務局
〒100-8151 千代田区大手町1－7－1 読売新聞ビル26階 TEL: 03-3246-2662

https://www.giants.jp/G/academy/

大田平和島スクール

大田萩中スクール

平和島公園で毎週水曜日に開催

萩中公園で毎週金曜日に開催

経　　歴▶︎	 �昭和50年より、大田区実技指導委員～大田区体育指導員を経て平成１０年より大田区スポーツ
審議委員となる。平成１３年障がい者スポーツ指導者研究会を立ち上げ、大田区の障がい者ス
ポーツ振興に携わる。

資　　格▶︎	 �JSCAマスター公認　　スーパーマスタースポーツクラブインストラクター公認
　　　　　　スーパーマスター中高老年期運動指導士公認
　　　　　　上級健康スポーツサプリメントアドバイザーインストラクター
　　　　　　水泳指導認定　　公認体力テスト判定委員認定

森　相子 （NPO法人大田区障がい者スポーツ指導者研究会 理事長）
 もり　　 　あいこ

筆者紹介
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公益財団法人大田区スポーツ協会　令和４年度事業計画・予算
（公財）大田区スポーツ協会は、区民の心身の健全な発達と明るく豊かな地域社会の形成に寄与します。

　令和4年度（公財）大田区スポーツ協会事業計画及び収支予算書が、3月28日開催の理事会で審議のうえ、決定されました。

◆事業計画◆
[１] 自主事業　【26,218】（22,892）
1　健康教室運営事業
　(1) 健康体操教室
	 �田園調布せせらぎ館集会室、多摩川台公園古墳展

示室、大森東福祉園、六郷地域力推進センター、大森
スポーツセンターを利用して教室を実施

　(2) 夏休み・子ども体育塾の実施

2　競技力向上対策等事業
　(1)都民体育大会選手育成強化費の交付
　(2)指導者講習会の開催等
　(3)加盟団体に対する補助金の交付
　(4)都民生涯スポーツ大会等参加費の補助

3　年少者スポーツ育成事業
　(1)子ども野外活動教室
　(2)子ども卓球大会の実施
　(3)�スポーツバイキングを3か所(大森スポーツセンター、

総合体育館、調布地区予定)実施
　(4)スポーツ少年団への助成
　(5)�ジャイアンツアカデミー大田平和島スクール、萩中ス

クールの実施
　(6)スポーツきっかけ教室（小中学生対象）

4　スポーツ振興事業
　(1)ソーシャルネットワークシステムの活用
　(2)スポーツ講演会と体験教室の実施
　(3)普通救命講習会等の実施
　(4)連盟有力優秀選手の把握及びスポーツ施設調査
　(5)障がい者スポーツ事業助成
　(6)スポーツきっかけ教室（15歳以上対象）
　(7)企業連携によるスポーツ・レクリエーションの普及
　(8)普及啓発活動及び団体関東ブロック大会の支援

5　会報『ひろば』の発行

6　体育功労者等の表彰

7　「ＯＴＡふれあいフェスタ」への出展

8　加盟団体PR動画作成

9　事務局事務費等

[２] 区受託事業　【259,261】（254,103）
　1　区民スポーツ大会の実施
　2　都民体育大会への選手・役員の派遣
　3　区民スポーツまつりの実施
　4　ＯＴＡウォーキングの実施
　5　ラジオ体操指導者養成講習会
　6　新スポーツ健康ゾーン活性化事業
　7　障がい者水泳指導者養成講習会　

【 】内は令和4年度、(  )内は令和3年度当初予算額(単位 千円)

　8　障がい者スポーツ教室の実施
　9　大森スポーツセンターの管理代行運営
 10　大田スタジアムの管理代行運営

[３]都受託事業　【5,600】( 5,600 ) 
　1　ジュニア育成地域推進事業の実施
　(1) ジュニア対象の競技事業（15事業）
　2　シニアスポーツ振興事業の実施
　(1) シニア対象のスポーツ事業（7事業）

[４](公財)大田区スポーツ協会運営費補助事業
　　　　　　　　　　　　　　　　【31,238】(31,813)
　1　職員人件費等
　2　管理運営費

◆収支予算◆
[一般正味財産増減の部]
Ⅰ　経常増減の部
　1　経常収益　（Ａ）	 320,090千円
　(1)基本財産運用収入	 1,189千円
　(2)加盟団体分担金	 2,055千円
　(3)賛助会費	 4,720千円
　(4)区・都補助金	 31,408千円
　(5)区受託収入	 259,261千円
　(6)都受託収入	 5,600千円
　(7)収益事業収入	 1,500千円
　(8)教室参加料等	 14,357千円

　2　経常費用　（Ｂ）	 322,047千円
　(1)公益事業費	 302,467千円
　(2)収益事業等	 2,397千円
　(3)管理費	 17,183千円

　3　当期経常増減額(Ｃ）（Ａ－Ｂ）	 △1,957千円

Ⅱ　経常外増減の部
　1　経常外収益（Ｄ）	 0千円
　2　経常外費用（Ｅ）	 0千円
　3　当期経常外増減額（Ｆ）（Ｄ－Ｅ）	 0千円
　法人税等	 270千円
　当期一般正味財産増減額	 △2,227千円
　一般正味財産期首残額（※）	 222,910千円
　一般正味財産期末残額	 220,683千円
　   
 (※) 一般正味財産期首残額は
令和2年度決算時期末残高です。
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≪ＪＡＢＡファンクラブ会員募集中≫

JABA関東地区連盟
　JABA東京都野球連盟

首都大学野球連盟
☆☆☆☆☆☆ 首都劇場のスターになれ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

首都大学野球連盟

〒 東京都渋谷区富ヶ谷 齋藤ビル４

首都大学野球連盟
☆☆☆☆☆☆ 首都劇場のスターになれ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

首都大学野球連盟

〒 東京都渋谷区富ヶ谷 齋藤ビル４
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PHOTO PRINTING CO.,LTD.

（（校校正正））

広広報報誌誌「「ひひろろばば」」第第 号号（（令令和和 年年 月月 日日号号発発行行））広広告告掲掲載載用用

 

 
 
 
 
 
 

年年度度のの東東京京都都低低炭炭素素電電力力認認定定電電気気

供供給給事事業業者者ととししてて認認定定をを受受けけてていいまますす

 
 

〒〒 東東京京都都港港区区浜浜松松町町 －－ －－ 階階

  

地域の資源で生まれた電気を地域に還元

区から出た“ごみ”は、 

区の清掃工場で“電気”に生まれ変わり、 

区の小中学校・公共施設で“活用”しています！
区の“地産地消”と“ ２削減”に貢献！

 
 

地産

地消
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〒104-0061

東京都中央区銀座4-12-15

� 歌舞伎座タワー20階

快適な都市空間を創造する

TEL��03-3544-1551

FAX��03-3544-1560
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賛助会費のお礼
大田区スポーツ協会　理事長　萩　裕美子

　平素より、当協会の運営にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。今年度も多くの方々から賛助金をいただき、誠
にありがとうございます。
　皆様からのこの貴重な財源を活用し、公共目的のための事業を進めてまいります。今後ともご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願いい申し上げます。

スポーツ協会賛助会員加入のお願い
当協会の事業は、皆様のご支援とご賛助の支えで運営されています。多くの方々のご賛同・ご協力をお願いいたします。

1 口 5,000 円
《連絡先》�公益財団法人�大田区スポーツ協会　TEL.03-5471-8787 ／ FAX.03-5471-8789

みんな集まれみんな集まれ
スポーツ・イベントスポーツ・イベント






